
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

通信 
№ 102 2021年11月号 
 

◆ティーンズ世代＝10代の

ための読書情報誌です。 

◆ご紹介する本は特に記載

がない限り、図書館３階

ティーンズコーナー所蔵

です。 

ティーンズコーナーに新しく入った本から 

ピックアップ。 

 

『コンビニ＆スーパーのアイスが極上スイーツに！ 

魔法のアイスレシピ』 

シズリーナ荒井/著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 596.6/マ/21 
 

冬は寒いのになぜかアイスが食べたくなる…（しみじみ）。そんな冬の

楽しみに一工夫。作り方は簡単。それなのにとってもおいしい極上スイー

ツができてしまうのです。まさかのうまい棒に…。え？カップヌードル

に？衝撃的なものも（私的に）ありましたが、とっても美味しそうなもの

ばかり。普段購入しているアイスが使えたりしますので、とってもおスス

メです。おうち時間が増えた今日この頃ですが、ちょっとしたアレンジを

加えたアイスレシピをこの本を参考に楽しく作ってみませんか？ 

最後になりましたが、後半に掲載されているアルコールを含むものは

２０歳になってからのお楽しみにしてね。もしくは２０歳以上の家族の

方に作って振舞うのもよし！です。 

『ちびまる子ちゃんの暗誦百人一首』 

米川 千嘉子/著 さくら ももこ/キャラクター原作 集英社 

911/シュ/06 ３階児童 

百人一首とは。数多くの和歌の中から選ばれた、百人の歌人の代表歌をまとめたもの～。

季節の移ろいや自然の美しさ、恋や人生を想う心のありようを詠んでいる。そんな「歌か

るた」を極めれば、もうすぐやってくるお正月で大活躍！ 

本書は歌人の米川千嘉子さんの丁寧な解説と、ちびまるこちゃんのゆかいな４コマ漫画

で、和歌の意味が理解できるようになっている。 

ほかにも、清少納言と紫式部、西行など有名な歌人の伝記まんがや、百人一首の歴史、

ものしり事典、Ｑ＆Ａなど盛りだくさんなのだ。 

好きな歌をひとつでも見つけられたら、人生が豊かになるよ、きっと。 



   

     

      

『かんたん！おいしい！野菜をたっぷり食べるスープ』 
田村 つぼみ/著 東京書店 596.3/カ/21 ３階実用 

体も心も温まるスープを冬ごもりのおともにいかがですか？こたつに入ってまったりスー

プを食べる、なんと幸せなひとときでしょうか。なぜスープかというと、健康に良さそうだか

ら。さらには野菜を使っていることも、今回ご紹介にあたり重要視しました。なぜなら野菜な

ら冬太りという敵にも負けないという、超個人的な考えからです！この本には１３種類の野菜

が種類別にスープのレシピになっていますので、好きな野菜を選ぶもよし、普段食べない野菜

を選ぶもよしの選択肢がたくさん。そして極めつけは、スープにするとかさが減るため、野菜

摂取量が増えるというお得感たっぷりさ。具たっぷりで主菜にもなりそうな美味しいスープを

ぜひご賞味あれ。 

 

『ふゆごもりのまえに』 
ジャン・ブレット/作 こうのす ゆきこ/訳 福音館書店 Ｅ/フク/20-22×27 ３階児童 

冬ごもりの前に、雪景色をどうしても見たいと願ったハリネズミのハリー。 

巣穴に向かう冬眠前のハリーに、牧場のめんどりやひつじ、それにやぎやポニーたちが口々

に教えてくれる、冬の素晴らしい出来事の数々。その景色を見るために、眠い目で必死にこ

らえるハリーの健気ないじらしい姿。少女リサの助けで、厳しくも楽しい冬の景色を目の当

りにできた時のハリーのうっとりとした顔…。 

それらを作者のジャン・ブレットは細やかでやさしく描いている。各ページの枠外にはそ

の場面以外の様子も描かれていて、２重に楽しめるよ。 

ハリーはきっと、わくわくが溢れる夢を…見ているに…ちが…ファー…ムニャムニャ…ｚｚｚ…。 

『はじめてでもかんたん！かぎ針編みのかわいい小物』 
リトルバード／編 西東社 594.3/ハ/15 ３階実用 

秋の夜長…もとい冬
・

の
・

夜長。正味４か月くらいあるわけで、どんな風に「こもる」のか悩み

ますよね。できればこたつでぬくぬくしたい。でも何もせずにこもるのも退屈（わがままだな）。 

というわけで、かぎ針あみの本なんていかがでしょうか。“はじめてでもかんたん”とタイト

ルにあるとおり本当に簡単。写真付きで丁寧に作り方を教えてくれます。とってもかわいいマ

フラーや小物などの作り方が載っていて、実用度もバッチリです☆ 

退屈もしのげるし、出来上がればさらにぬくぬくできて、どうしても外に出なければいけな

いとき（笑）には防寒具にもなるなんて一石三鳥！みんなで冬ごもりを楽しみましょう！ 

『３色から始める 描こう！リアル色鉛筆』 
三上 詩絵/著 日貿出版社 725.5/サ/20 ４階一般 

長い長い冬の夜、さてさて何をして過ごしましょうか…そこで、絵を描き始めてみるのはど

うでしょう？中でもおススメは色鉛筆です！ 

ご紹介するのは、テレビの番組でお馴染みの人気作家、三上詩絵さんの本です。テレビで初

めて三上先生の作品を見たときは、あまりのリアルさにただただビックリしてしまいました

（感動）。でも実際に自分で描くのは無理…と思っているみなさん、赤・青・黄の基本の３色プ

ラス１～２色の色鉛筆で、簡単に始められるようわかりやすく書かれているのがこの本です。

冬のお家時間、あなたも色鉛筆の達人を目指してみてはいかが❔ 

まもなくやってくる冬。気温が低くて日が短くて…外に出るのが 

おっくうになる季節です。寒い日は思い切って、家の中でぬくぬく 

「冬ごもり」を楽しみませんか。 
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『雲を紡ぐ』 

伊吹 有喜/著 文藝春秋 Ｆ/イフ/19 ４階一般 

家にも学校にも居場所のない美緒は、盛岡の祖父のところへ家出する。 

そこで読者は主人公とともに、伝統工芸―羊毛を手仕事で染め、紡ぎ、織りあ

げられた「時を超える布」ホームスパンと出会う。美緒は自分の手でマフラーを

作ろうとする。「色」を決められないまま、美緒のさまざまな決定の時間が迫っ

てくる。 

「大事なもののための我慢は自分を磨く。ただ、つらいだけの我慢は命が削

られていくだけだ」秀逸の言葉がつまっている。 

 

 今回はどんな本を紹介しようかなぁ…。そう考えた時浮かんだのは、いわゆる芸能人の方た

ちの書いた本でした。そう、私ミーハーです（笑）だって、面白いとか有名とか言われたら読

んでみたくなるではないですか！！そんな気持ちを少しでも皆さんにわかっていただきたい

ので、今回はこの４冊を紹介したいと思います☆あなたの気持ちなんて知りたくないわ！とか

思わないで読んでみてください。実際に読むとミーハー心だけでは済まない面白さが詰まって

います。 

『ふたご』 
 

藤崎 彩織/著 

文藝春秋 

Ｆ/フシ/17 ４階一般 

『負けずぎらい。』 
 

広瀬 すず/著 

日経ＢＰ社 

778.2/マ/18 ３階実用 

 

『イモトの元気の素 

８８の言葉』 
 

イモト アヤコ/著 

日経ＢＰ社 

779.1/イ/16 ３階実用 

 『劇場』  
 

又吉 直樹/著 

新潮社 

Ｆ/マタ/17 ４階一般 

 

 

ボランティアさんのオススメ本 （アリスの会） 



発行：春日井市図書館 

愛知県春日井市鳥居松町 5-44 TEL(0568)85-6800 

http://www.kasugai-lib.jp/ 

で待ってます！ 

 

      

※表紙画像の掲載にあたっては出版社から許諾を得ています。 

 

 ティーンズコーナーは、中高生（ティーンズ）世代向けに、さまざまなジャンルの本を集めたコーナーです。図書館３階

の北側自動ドアから入り、まっすぐ進んだ先の左側の本棚にあります。看板が目印！ 

 悩み解決のヒントになる本、知識を深める本、趣味を広げる本など、児童書よりもステップアップした内容のものや、10代

の皆さんにおすすめの読み物を用意しています。 

『新１３歳のハローワーク』 

村上 龍/著 はまの ゆか/絵 幻冬舎 36/シ/10 

 

芥川賞作家であり、映画監督やテレビなどでも

活躍している村上龍が、さまざまな職業について

独自の観点で中高生向けに紹介した本です。 

職種は非常に幅広く、シークレットサービス、

傭兵、ホスト・ホステスなども紹介されており、

それぞれ仕事の内容や就きかただけでなく、仕事

による生活、精神、身体等への影響もわかりやす

く説明されています。 

自分の「好きなもの」から関連する職業を探せ

るようになっているので、「自分に合った」意外な

職業を発見できるかもしれませんよ。 

 

 １０００年以上も経つ今でも、世界中で多くの人を惹きつける不朽の名作『源氏物語』。今回ご紹介す

るのは池澤夏樹個人編集による「日本文学全集」の中の 1冊で、角田光代が手掛けた新訳です。 

今まで谷崎潤一郎をはじめ、円地文子や瀬戸内寂聴など名だたる文豪が「源氏物語」を訳してきました

が、今回は角田光代によってとても読みやすく、小説の面白さを堪能できる作品となっています。この上

巻には第一帖「桐壺」から第二十一帖「少女」までが収められていますが、角田光代の訳の本はこのほか

に中巻（０５）、下巻（０６）の全３巻です。 

ティーンズコーナーには“２１世紀によむ日本の古典”や“マンガ日本の古典”のシリーズなど読みや

すい『源氏物語』がありますが、しっかりと読んでみたい皆さん、ぜひ手に取って読んでみてくださいね！ 

『日本文学全集０４ 源氏物語 上』 

池澤 夏樹/個人編集 角田光代/訳 河出書房新社 918/ニ/17-4 ４階一般 

名 作 
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大人の推
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大人の 


